
 

※
「
平
城
東
公
民
館
だ
よ
り 

ひ
び
き
」（
約
七
千
部
）
は
自
治
会
等
の
協
力
に
よ
り
、
朱
雀
・
左
京
・
佐
保
台
の
各
地
域
に
全
戸
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

平成２６年（２０１４年）８月１日 発行『平城東公民館だより ひびき』第４５号 

主
催
事
業
の
ご
案
内 

夏
本
番
。
空
調
の
温
度
を
控
え
め
に
す
る
。
事
務
室
が

暑
く
な
り
自
然
の
風
を
と
り
い
れ
る
と
、
公
民
館
裏
の
遊
歩

道
や
近
く
の
緑
地
公
園
か
ら
蝉
の
鳴
き
声
が
届
く
。
蝉
は
、

幼
虫
と
し
て
地
中
の
中
で
三
～
十
七
年
間
、
成
虫
に
な
っ
て

約
一
か
月
余
り
の
命
。
昆
虫
類
で
も
上
位
に
入
る
寿
命
の

長
さ
。
そ
し
て
、
夏
の
暑
い
時
間
帯
に
鳴
く
セ
ミ
は
少
な
く
、

比
較
的
涼
し
い
朝
夕
に
よ
く
鳴
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
今
年

の
夏
は
、
蝉
の
声
を
バ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
一
つ
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。 

  

子
ど
も
と
一
緒
に
ヨ
ガ
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！ 

と 

き 
 

九
月
五
日
（金
） 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
午
前
十
一
時
三
十
分 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

一
階 

和
室 

対 

象 
 

市
内
在
住
の
０
歳
児
と
母
親 

十
組 

費 

用 
 

二
〇
〇
円
（一
組
） 

締 

切 
 

八
月
二
十
六
日
（
火
） 

親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
ヨ
ガ 

夏
休
み
！
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
♪ 

と 

き 
 

八
月
二
十
日
（水
） 

 
 

 
 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
一
時 

と
こ
ろ  

平
城
東
公
民
館 

一
階 

料
理
実
習
室 

対 

象 
 

小
学
生
と
保
護
者 

十
組 

費 

用 
 

六
〇
〇
円
（一
人
） 

締 

切 
 

八
月
六
日
（水
） 

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ 

奈
良
の
歴
史
あ
る
お
寺
の
方
よ
り
、
大
切
に
し
て 

い
き
た
い
こ
と
を
お
話
し
し
て
頂
き
ま
す
。  

 
 

 
 

と 

き 
 

九
月
四
日
・十
月
九
日
・十
一
月
十
三 

 

日
・十
二
月
十
一
日
（す
べ
て
木
曜
日
） 

 
 

 

午
前
十
時
三
十
分
～
正
午 

と
こ
ろ  

 

平
城
東
公
民
館 

二
階 

大
会
議
室 

対 

象 
 

 

市
内
在
住
の
成
人 

五
十
人 

  

費 

用 
 

五
〇
〇
円
（一
人
） 

締 

切 
 

八
月
二
十
六
日
（火
） 

僧
侶
に
聞
く
！ 

 
(

全
四
回) 

旬
の
ト
ピ
ッ
ク
ス 

太
極
拳
健
美
会
の
林
田
先
生
が
シ
ル
バ
ー
太
極
拳
近

畿
交
流
大
会
女
子
太
極
拳
・
刀
Ｃ
の
部
で
第
一
位
！

元
気
な
声
で
い
つ
も
窓
口
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る 

林
田
先
生
、
受
賞
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

コ
ー
ル
朱
雀
さ
ん
・
奈na

涼su

風ka

さ
ん
、
奈
良
県 

合
唱
祭
で
、
合
唱
祭
賞
受
賞
！
お
め
で
と
う
ご
ざ
い 

ま
す
。
事
務
室
に
毎
週
聞
こ
え
て
く
る
魅
力
的
な
ハ
ー 

モ
ニ
ー
を
来
年
こ
そ
全
国
に
届
け
た
い
で
す
ね
！ 

 

平
城
東
山
野
草
愛
好
会
、
公
民
館
で
初
夏
の 

山
野
展
を
開
催
！
多
く
の
方
が
、
山
野
草
に 

癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

第
三
十
九
回
岳
龍
会
奈
良
県
本
部
大
会 

〈日 

付
〉 

九
月
七
日
（日
） 

〈場 

所
〉 

奈
良
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー 

第
六
十
九
回
愛
連
吟
士
権
者
（一
般
の
部
）決
勝
大
会 

〈日 

付
〉 

九
月
二
十
一
日
（日
） 

〈場 

所
〉 

尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

第
六
十
九
回
愛
連
吟
士
権
者
（指
導
者
の
部
）決
勝
大
会 

〈日 

付
〉 

十
月
五
日
（日
） 

〈場 

所
〉 

尼
崎
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
ホ
ー
ル 

 平
城
東
詩
吟
ク
ラ
ブ 

自
主
グ
ル
ー
プ
情
報 

 

 

〈日 

付
〉 

十
月
十
五
日
（
水
） 

〈場 

所
〉 

東
大
寺
大
仏
殿
内 

 
 

〈費 

用
〉 

無
料
※
拝
観
料
は
別
途
必
要 

 

献
花
や
献
茶
と
同
様
に
一
九
八
〇
年
の
落
慶
法
要 

の
為
に
団
伊
玖
磨
氏
に
よ
り
作
曲
さ
れ
た
「
盧
舎

那
仏
賛
歌
」
を
他
の
団
体
と
一
緒
に
奉
納
し
ま

す
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
、
進
め
ら
れ
る
法
要
は

一
見
の
価
値
あ
り
！ 

 コ
ー
ル
朱
雀 

奈
na
涼
su
風
ka 

 

〈日 

付
〉 

九
月
二
十
八
日
（日
） 

〈場 

所
〉 

や
ま
と
郡
山
城
ホ
ー
ル 

 
  

 
〈費 

用
〉 

無
料
（要
整
理
券
） 

 
 

 
民
話
か
ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
楽 

し
い
コ
ン
サ
ー
ト
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

奈
na
涼
su
風
ka 
 サ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト 

奈 

na 

涼 

Su 

風 

ka 

 



♪
自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
訪
問
♪ 

  
 
 
 

 
 
 
  

 

前
半
は
フ
リ
ー
ト
ー
ク
か 

テ
ー
マ
ト
ー
ク
。 

 

後
半
は
テ
キ
ス
ト
を
使
っ 

 
て
の
レ
ッ
ス
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

英
語
が
た
ど
た
ど
し
く
て

も 
 
 
 
 
 

も
自
己
表
現
が
で
き
、
自
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

の
ペ
ー
ス
で 

 
 
 
 
 
 
 
 

少
し
ず
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

進
歩
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

い
く
の
が
魅
力
的
で
す
。
皆
さ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ん
、
と
て
も
な
ご
や
か
な
雰
囲 

気
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

活
動
日 

第
一
・
三
木
曜
日 

時
間 

午
後
一
時
三
十
分
～ 

 
 
 

午
後
三
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
感
想
）
英
語
で
会
話
で
き 

る
の
が
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

朱
雀
地
域 

 

朱
雀
地
区
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
九
日(

土)

午
後
四
時
三
十
分
～
午
後
九
時
三
十
分 

場
所 

平
城
第
二
公
園
グ
ラ
ン
ド 

 

敬
老
祭 

と
き 

十
月
五
日(

日)

午
前
十
時
～
午
後
一
時
五
十
分 

場
所 

未
定 

※
朱
雀
地
域
の
六
十
歳
以
上
の
方 

 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
消
防
訓
練 

と
き 

九
月
二
十
日(

土
）
午
後
一
時
～ 

場
所 

サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
※
朱
雀
地
域
住
民
の
方 

 

佐
保
台
地
域 

 
 

第
四
回
佐
保
台
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
三
日(

土)

午
後
六
時
～
午
後
九
時 

場
所 

佐
保
台
小
学
校
グ
ラ
ン
ド 

 

第
四
十
五
回
佐
保
台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

と
き 

九
月
九
日
（
火
） 

 
 
 

午
後
一
時
三
十
分
～
午
後
三
時
三
十
分 

場
所 

佐
保
台
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館 

※(

原
則)

佐
保
台
地
域
の
中
高
齢
者
対
象 

 

左
京
地
域 

 

左
京
地
区
夏
ま
つ
り 

と
き 

八
月
二
十
三
日(

土)

午
後
五
時
～
午
後
九
時 

場
所 

左
京
小
学
校
グ
ラ
ン
ド 

※
ふ
れ
あ
い
市
場
・
盆
踊
り
・
夜
店
な
ど 

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー 

と
き 

十
月
十
二
日(

日)

午
前
十
時
～
午
後
二
時 

場
所 
左
京
小
学
校
体
育
館 

 
 
 
 朱

雀
・
左
京
・
佐
保
台
地
域 

 
 

万
青
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
懇
親
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

と
き 

九
月
三
十
日(

火)

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午 

場
所 

平
城
第
二
公
園
グ
ラ
ン
ド
※
万
青
会
員
の
み 

 

 

地
域
情
報 

 
 

 

地
域
歴
史
探
訪 

 

添

御

県

坐

神

社

そ
ふ
の
み
や
が
た
に
い
ま
す
じ
ん
じ
ゃ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

こ
の
神
社
を
御
存
知
で
す
か
？ 

平
城
京
以
前
に
創
建
さ
れ
て
い
る
、
歴
史
あ
る
神
社 

で
す
。
祝
詞
に
記
載
さ
れ
て
い
る
六
県
（
む
つ
あ
が 

た
）
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

大
和
国
に
は
、
高
市
・
葛
木
・
十
市
・
志
貴
・
山
辺
・ 

曾
布
の
六
県
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
曾
布
に 

添
御
県
坐
神
社
が
あ
り
ま
す
。
県
（
あ
が
た
）
と
は 

今
で
い
う
御
料
地
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
領
域
の 

こ
と
を
指
し
ま
す
。 

農
の
神
様
、
旅
の
神
様
と
し 

て
、
以
前
よ
り
、
地
元
の
人 

は
も
と
よ
り
多
く
の
方
に
崇 

敬
さ
れ
て
い
ま
す
。
旅
の
安 

全
を
祈
っ
た
、
長
屋
王
・
菅 

原
道
真
の
歌
碑
が
境
内
に
置 

か
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
神
社
は
歌
姫
街
道
沿
い 

に
あ
り
ま
す
。 

是
非
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
♪ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

ひ
び
き
ち
ょ
こ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス 

 
 
 
 
 

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
よ
り 

東
日
本
大
震
災
に
寄
付
し
た
義
援
金
に 

対
し
て
日
赤
よ
り
お
礼
状
が
届
き
ま
し 

た
。
公
民
館
で
は
来
年
三
月
三
十
一
日 

ま
で
陸
前
高
田
市
図
書
館
ゆ
め
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト
を
継
続
中
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

詩
吟
は
標
準
語
の
ア
ク
セ
ン
ト 

が
大
切
！
万
葉
集
を
歌
題
と
し 

て
詩
を
朗
々
と
吟
じ
、
素
晴
ら 

し
い
声
で
練
習
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴
史
を
学
び
、
歌
詞
の
心
を
吟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

じ
な
が
ら
楽
し
ん
で 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

お
腹
か
ら
発
声 

 
 
 
 
 
 
 
 

す
る
の
で
、
健
康
に
も
よ
く
、
皆

さ
ん
お
元
気
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

活
動
日 

毎
週
土
曜
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

時
間 

午
前
九
時
三
十
分
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
午 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

（
感
想
）
皆
さ
ん
、
生
き
生
き
と

詩
吟
を
吟
じ
ら
れ
て
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

編
集
後
記 

今
号
よ
り
〝
ひ
び
き
〟
の
紙
面
を
変
更
し
ま
し

た
。
皆
様
よ
り
色
々
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｋ
） 
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